
○船舶職員及び小型船舶操縦者法（昭和二十六年法律第百四十九号）抄 

 

 （小型船舶操縦者の遵守事項） 

第二十三条の三十六 小型船舶操縦者は、飲酒、薬物の影響その他の理由により正常な操縦

ができないおそれがある状態で小型船舶を操縦し、又は当該状態の者に小型船舶を操縦さ

せてはならない。 

２ 小型船舶操縦者は、小型船舶が港を出入するとき、小型船舶が狭い水路を通過するとき

その他の小型船舶に危険のおそれがあるときとして国土交通省令で定めるときは、自らそ

の小型船舶を操縦しなければならない。ただし、乗船基準において必要とされる資格に係

る操縦免許証を受有する小型船舶操縦士が操縦する場合その他の国土交通省令で定める

場合は、この限りでない。 

３ 小型船舶操縦者は、衝突その他の危険を生じさせる速力で小型船舶を遊泳者に接近させ

る操縦その他の人の生命、身体又は財産に対する危険を生じさせるおそれがある操縦とし

て国土交通省令で定める方法で、小型船舶を操縦し、又は他の者に小型船舶を操縦させて

はならない。 

４ 小型船舶操縦者は、小型船舶に乗船している者が船外に転落するおそれがある場合とし

て国土交通省令で定める場合には、船外への転落に備えるためにその者に救命胴衣を着用

させることその他の国土交通省令で定める必要な措置を講じなければならない。 

５ 小型船舶操縦者は、第一項から前項までに定めるもののほか、発航前の検査、適切な見

張りの実施その他の小型船舶の航行の安全を図るために必要なものとして国土交通省令

で定める事項を遵守しなければならない。 

 


